
雨天時は翌週 11月 1日（土）に延期（小雨の場合は決行）

（大阪府豊能郡能勢町倉垣1007）体験場所 秋鹿酒造

能勢町で七代続く秋鹿酒造にて、大阪最北端の気候や風土、
その環境下で農業を行うことや、最高の純米酒作りのための

こだわりをお教えいただきます。
酒米の農作業体験を通して
農が生み出す風景、

酒蔵をお楽しみください。

主催：特定非営利活動法人Deep People

2025年10月25日 土 13：00-15：30

定　　員 30名程度（先着順）
参 加 費 [日本酒の試飲あり：6,000円 ]　[ 試飲なし：4,000円 ]

右記QRよりお申し込みください。申込方法

能勢町

酒米まるごと
あじわいツアー

能勢町

酒米まるごと
あじわいツアー

2025年 10月２3日（木）申込締切

詳しくはこちらから
右記QRから
特設ホームページを
ご確認ください。

酒米の試食、
お酒のお土産あり！
酒米の試食、

お酒のお土産あり！

●お酒は20歳を過ぎてから。飲酒運転は法律で禁止されています。



【お問い合わせ先】特定非営利活動法人Deep People
大阪市西区京町堀 2-5-16 うつぼGIZAビル３階 B　Mail：e-mc2@deeppeople.jp　Tel：06-6447-7791（平日 10：00-17：00まで）

おおさか農空間づくり
プラットフォーム
府内農空間での保全活動などの取組状況や府民や企業等が農業・農空間
を愉しみ、交流することができるプログラムの発信、活動団体同士の情報交換・
交流など、府民が活動に参加しやすい環境づくりのために設置しました。情
報発信、マッチング、情報交換や交流の実施という３つの機能を持っています。

秋鹿酒造と特定非営利活動法人Deep Peopleは「おおさか農空間づくりプラットフォーム」会員です。

フードスケープは、直訳すると「食」を生み出す「農」を中心に作り上げられ
る景観のこと。地域にはそれぞれの気候、風土によって発展してきた歴史や
文化、景観などの保全すべき地域資産があります。

秋鹿酒造は1886年大阪北部にあたる能勢にて創業されま
した。「秋鹿」という酒名は初代・奥鹿之助が実りの『秋』と、
名前から一字を取って名付けられました。秋鹿の酒造りは
土造りから始まります。大阪の山奥、能勢町の自社畑にて
山田錦を栽培しています。無農薬の米造りに力を入れてお
り、米と麹と水だけで造られる純米酒のみを造っています。

公式Instagram▶

豊かな恵みを育む田畑、自然と人が共に暮す里山、森や川辺で息づく生物、
四季折 さ々まざまな表情を見せる植物。

大阪府農政室
「なにわ農空間HOTORI」

おおさかの魅力あふれる「農空間」をさまざまな角度から知
るきっかけをつくる、府民と農空間を繋ぐポータルサイトです。

・長ぐつ推奨　・軍手　・汚れても良い服装
・飲み物　・タオル

準備物

公共交通機関が周りに無いため、お車でお越しください。
新名神高速道路 箕面とどろみICより約20分

アクセス

アグリタッチは大阪農業を中心に、地域資産であるフードスケープを守るた
め、府民と生産者が共に地域を盛り上げていく仕組みです。地域（生産地）
の持つ魅力を体感し、農業・農空間への理解を深めることで、府民の農空
間への参画につながる役割を果たします。

についてフードスケープ

について

公式Instagram▲

12:45 受付開始、参加者準備

13:00 農園紹介、
地域の特徴と文化的背景・年間の世話について

13:20 稲刈り、溝掘り体験

14:00 酒蔵の見学

14:40 酒米と食用米の食べ比べ

15:00 日本酒の試飲、お買い物、質問・交流タイム

15:30 解散

スケジュール

秋鹿酒造について

能勢町

酒米まるごとあじわいツアー
能勢町

酒米まるごとあじわいツアー
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お酒のお土産付き！


